









































　「嘉祥」は三論宗を集大成した隋の吉藏師のこと、呉越の故地、会稽嘉祥寺に住していたので嘉祥大師と称され、日本三論宗第一伝の祖師の慧灌が吉藏直伝の弟子であった。智蔵に始め三論教学が伝授された経緯について二通り 説が る。 『三論祖師伝』
序
に次のように述べている。　　








































天萬豊日天皇（孝徳）乃請元興寺僧高麗国慧観法師、令講三論。其講了 、天皇即拝任以僧正。是則日本僧正第二。同寺三論観勒僧正其第一矣。 （中略）従之以後、 福亮法師等九僧正、皆此元興寺三論宗也。
　　
（天万豊日天皇（孝徳） 、乃ち元興寺僧高麗国慧観法師を請うて、三論を講ぜしむ。その講了の日、天皇即ち拝任して僧正を以 す。是は則ち日本 二なり。同寺の三論観勒僧正はその第一なり。 （中略）これより以後 福亮法師等九僧正、皆この元興寺の 宗なり。 ）
　
実際、観勒や慧灌より先に来日し「三宝の棟梁」と称せられた













熊凝は地名をもって姓氏 するものであり、平群郡の熊凝村は推古二五年（六一七） 、聖徳太子が発願してこの地に熊凝精舎を建立したところである。同じく『僧綱補任抄出』によれば、智蔵僧正の俗姓も 氏、父・福良僧正に従ったのである。したがって懐風藻に見える禾田 という俗姓はおそらく福良が出家 た後、母方の姓氏を名乗ったものと考えられる。　
なお福亮の入唐は何時であったのか。推古三三年以降の彼の足






（淡海帝の世に、唐國に遣學す。時に呉越の間に、高學の尼有り。法師尼に就きて を受く。六・七年の中に、 業穎秀なり。 （中略）太后天皇の世に、師本朝に向かふ。 ）
　
問題は智蔵法師が近江朝を開いた天 天皇の何年に唐へ留学に



















略伝に史家の原則と史料上の整合性が認められるからである。この書の開巻第一篇に大友皇子を「淡海朝皇太子」 称した 日本書紀に皇子の立太子の記事 そないが天智紀十年十月条に天皇はいよいよ病が重い時、東宮大海人皇子を呼んで政権を委ねたい告げられたとき、東宮は元から多病と称して固辞するとともに、























（師、本朝に向ふ。同伴陸に登り、經書を曝涼す。法師襟を開き、風に對かひて曰はく、 「我も亦經典の奧義を曝涼す」といふ。衆皆嗤笑して、妖言と以爲ふ。試業に臨み、座に昇りて敷演するに、辭義峻遠にして 音詞雅麗なり。論蜂の如くに起ると雖も、應對流るるが如 。皆屈服し驚駭せずといふこと莫し。 ）
　
智蔵法は帰国したさい、同行の留学僧が上陸すると、持ってき
た経典書物を日に晒したが、智蔵は襟を開いて風に当ててこう言い放った。 「わたしも経典の奥義を日に晒すのだ」と。みんなそれをでたらめだと思って嘲笑ったが、学業試験の時となり、法師は壇上に登って経典の奥義をとうとう講 した。そ 論理が厳密で奥深く、論難の声が蜂 巣を突付い ように起こっても、師の応対がよどみなく見事であった。聞く者はみな敬服しその学識の深さを驚嘆せずには られなか という。　
智蔵が襟を開いて経典の奥義を日に晒すという奇行は 実は先




















































































上で友を求めては囀り、香りを放つ花は群生して咲き誇っている。世俗 離れ 風流に遊ぶ気持ちは大いにあるけれど、詩文を綴る才能に恵まれないのが恥ずかしい） 。
　
この詩は題に「花鴬を玩ぶ」と記すが、内容は知友と交遊し清










雅』伐木篇に出典をもつ。鶯の声を「嚶としてその鳴くは、その友を求むる声なり」と歌う伐木篇は、詩序によれば「朋友故旧を燕す」る楽歌であった。また「香を含む花」は花の名こそ明示していないが、 「春蘭秋菊」という楚辞以来よく用いられる熟語からいっ 春の代表的な香る草花はやはり蘭であったに違いない。これも『周易』繋辞に「同心之言、其臭如蘭（同心 言、その臭ひ蘭の如し） 」とあるのに拠り、前句と同じく知友と出会いそして語り合うことを喜ぶ趣旨 寓意されている そして最後に尾聯の「遨遊」も魏文帝の遊覧詩「芙蓉池作」などに見たように自然景色を楽しみながら、優雅な談論や詩文を綴 宴遊を意味する　
してみれば、智蔵法師のこの詩は起・承・転・結の形を整えな


















































































るのである。言志は本来自らの志を述べる詩題だから法師が仏法を宣揚するのは当たり前だが、そ ために老荘玄学の表現を用いるのは、魏晋玄学に対する深い造詣を物語るのみならず、智蔵の三論教学が玄学と深い関係にある証を示したことにほかならない。そしてこの詩は、尾聯が首聯に呼応することで、魏晋の玄学では儒学のとくに論語を老荘と共 重視して た とも見事に一致し、実に興味深い。そして、竹林七賢の風流への傾斜これも懐風藻詩人の特徴的な詩風であり、ここに智蔵 詩が時代の詩風を影響するもう一つ 好例を見ることが き　
このように智蔵の詩二首を通してみれば、天武二年に僧正に任
















何晏・王弼らが老荘思想を提唱し、儒教の経義を認めながらも老荘思想に基づく「無を以て本と為す」 「本を崇めて末を息む」との主張を大いに語り、世俗の実務を軽視して虚無玄遠の思想を標榜する清談の風流が一世を風靡した。何晏・王弼ら 正始風流の後を受けて、阮籍・嵇康らの竹林七賢の風流が興り、阮籍が『通易』 『通老』 『达荘』の三論を著わし 三玄 範疇を整え、嵇康が『釈私』諸論を著し「名教を越えて自然に任ねる」観点を提出する。そして向秀が 荘子 を注釈して大いに「奇趣を発明して玄風を振い起 た」のである。名教と自然の調和を説く郭象『荘子注』も殆ど向秀注に拠ったなら、魏晋の玄学は竹林七賢によって理論的完成を見たといっても過言ではない。そ ころ学者名士 多くは好んで玄学の清談に走り、仏教を信奉する者は少なかった。だからこそ、仏教は初め教義を広めるために玄学に近付きそ 名義や影響を借りなければならなかった。　
永嘉の乱後、中原の士族が大挙して江南に移住し、玄学清談の
風流も随って南方に移ったが、東晋以降、仏教般若学はますます玄学と癒着し、 「六家七宗」の説が称えられるに至った。中でも道安の「本無宗」と支遁の「即色 影響が大きい 道安は『本




















学派の義理を宣揚してから、大乗空宗の教学が大いに振るった。一方、玄学は伝統の学問として一般の学者に根付いた影響も計り知れないものがある。羅什の弟子中、僧肇、道生、道融、僧叡の四人が「什門四哲」と称せられ、わけても が「空を解すること第一」 と称される。 『高僧伝』 卷六によれば、 僧肇は幼時から 「経史を歴観し、備さに坟籍を尽くす。志は玄微を好みて 每 荘老を以て心要と為す」ものの、 『老子』を読んで「未だ善を尽くず」と歎き、後に『
摩経』を見て「歓喜頂受し、披尋玩味す。乃ち





















も玄釈に精通するばかりでなく、深く仏教を崇めて、四回も同泰寺に舍身した。彼が三教同源説を推し進 、仏教と儒教と玄学融合を図ったので、江南仏 と玄学との融合もますます進んだことはいわず がなであろう。　
そもそも魏晋の玄学は何晏・王弼に始まり、竹林七賢に至って















の中観三論の学を学んだ遼東（当時は高麗に所属）の僧朗が南朝斉の時江南に渡って摂山に隠棲し、後に梁の武帝が僧詮らを遣わして僧朗に三論を学ばせたこと 既 述べたが、僧朗も も一生摂山を出なかった。これが斉・梁の仏教 お て成実論が盛行した主な理由といわれる 僧詮 亡くなった後、詮門四友はようやく山門を出るが、それでも僧布が終生摂山に止まった。一方、法朗は陳の武帝に請われて揚州興皇寺に住し、 『山門玄義』を著して成実宗を容赦なく論破し、三論宗 江南全域に広めて南朝・陳の仏教正宗に盛り上げた。法朗が亡くなる時、一門の後を茅山明法師に託し、明法師は即日法朗を辞して門下を率いて茅山 入った。その門下に吉藏など多くの高僧 育 ながら明法師もつい終生茅山を出なかった。　
してみれば、僧朗以降の三論宗一派は山林に隠棲する志向が強
く、法朗、吉藏といった世に名高い名僧 輩出する一方 、山寺に止まって経典教学の研鑽に専念する高僧が多かった。智蔵 呉越の故地に留学した時に学んだ高学の尼もそうした一人である。
では智蔵はどう世に処すべきか。玄学・釈教の別はあるとはいえ、竹林七賢も超俗・隠逸の志向が強 った知識人集団だったのである。ここにも智蔵が七賢に強い関心を持つ理由の一つがあではなかったろうか。六、むすび　
智蔵法師はその略伝に記述された振る舞いや詩文によって竹林






































































麻天祥「僧肇与玄学化的中国仏学」 （ 『仏教在線』二〇〇九、 十一） 、
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